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実験目的： 水素吸蔵合金の電気化学的反応において、水分子は合金表面上で水素と水酸基に解

離し、水素は合金内部へと侵入、拡散する。しかし、水素吸蔵合金は大気中または真空中におい

て合金表面上に酸化被膜、水酸化被膜を形成するため、水素や水分子の解離が阻害され、その結

果、水素吸収速度が低下する。したがって合金表面の状態は水素吸収反応の開始、及び水素吸収

速度を決定する重要な要因となる。 

本研究では表面を活性化させる効果を持つ電子線照射並びに酸素分圧の異なる雰囲気下による

酸化被膜の形成の影響が水素吸蔵合金の電気化学的水素吸収速度への影響について調べることを

目的とした。 

実験方法： 実験装置には三電極式開放型一層式セルを用いており、負極は LaNi4.6Al0.4のペレッ

ト、正極には Ni(OH)2板、参照電極に Hg/HgO電極、電解液には 6 M-KOHを用いた。電気化学水

素吸収速度測定は充電電圧を-0.93 V、測定温度は 298 Kで行った。仕事関数の測定には Kelvin法

を用い測定し金補正を行うことでその値を求めた。 

電子線照射は独立行政法人日本原子力研究開発機構高崎研究所で行った。以下に負極である

LaNi4.6Al0.4に行った電子線照射の照射条件を示す。 

照射エネルギー   2MeV、1MeV 

照射量       1×10
17／cm

2 

照射雰囲気     大気中、低真空中（7.3Pa） 

実験結果： LaNi4.6Al0.4 水素吸蔵合金に電子線を照射することにより、水素吸収速度が未照射の

ものと比較して向上した。また電子線の照射雰囲気である酸素分圧を変化することによって、水

素吸蔵合金表面に形成される希土類酸化物が変化し、表面の仕事関数を低下させ水素吸収速度が

向上した。電子線照射時の酸素分圧を変化させることによって反応性の高い非化学量論組成の希

土類酸化物を形成し、その結果仕事関数が低下し水素吸収速度が向上することがわかった。 
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